








は じ め に
この小論は,1902年 か ら1937年にかけての中国社会学への日本の影響をみたも の で あ る。
1902年 としたのは,章 炳麟が日本の岸本能武太の社会学を翻訳し,出 版した年であるからであ
る。中国にとって,こ の本は外国の社会学の著作が訳された最初のものである。1937年 とした
のは,こ の年7月 日中戦争が始まり,そ のために北京,南 京,広 州にあった社会学部をもつ13
大学が学舎を雲南省,四 川省,貴 州省に移転させた り,5巻2号 まで続いた中国社会学社発行
の季刊誌 『社会学刊』(1929年 創刊)が 停刊を余儀なくされたか らである。
中国社会学への日本の影響についてのアプローチは,1)外 在的分析と,2)内 在的分析とに分
け られる。前者には,中 国で 日本社会学の著作がどれほど翻訳 されたか,中 国人が日本の大学
でどれほど社会学を学んだか。中国の大学にどれほど日本留学経験者がいるか,後 者には,中
国社会学に日本社会学の重要な研究課題,研 究の流行が どれほど受容されたか,と いった問題
が含まれる。 ここでは,外 在的分析を行なう。
従来,中 国社会主義 と日本 との関わ りは,日 本の多 くの研究者によって,述 べ られ て き た




30年間,中 断した。それゆ>x,中 国社会学史の研究は……一つの処女地であるが,し かし開拓
の必要な荒地である」と研究の遅れと研究の必要性を述べている1)。 また,上 海在住の数少な
い中国社会学史の研究者であり 『中国社会学史資料選編』(1986年)の 編者である陳樹徳 と許
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妙発も 「中国社会学史はなお開拓が待たれる処女地である」 とい う2)。
1991年4月 からの上海社会科学院社会学研究所での研究の機会を得られた筆者は,日 本では
入手できない新中国成立以前の中国社会学の多 くの著作,雑 誌に接することができたし,ま た
新中国成立前のキ リス ト教会立大学の社会学部で学び,コ ロソビア大学に留学 した老学者から
も当時の大学,社 会学部の社会的活動の例(付 録),教 授,外 国留学などについて聞取 りをす
ることができた。それ らから,初 期の中国社会学 と日本 とは,殊 の外関わっていることがわか
った。たとえば,群 学に代わって,日 本語から輸入された社会学とい う名称が中国に定着 した
のをはじめ,日 本の社会学書の数多 くの翻訳,ま た北京大学で,1916年 に,中 国人として初め
て社会学の講義を行った康宝忠(1884～1919年)3)も 日本の 早稲田大学の卒業生であったこと






代的背景 と密接に関連 している。それゆえ,当 時の中国社会の状況をごく簡単にみ てお き た
～・0
19世紀中葉か ら20世紀はじめにかけて,中 国は悉 く外国との戦争に敗れた。第一次アヘン戦
争(1840～42年),第 二次アヘン戦争(1856～60年),中 仏戦争(1884～85年),日 清戦争(1894
～95年)の すべてに敗れた中国には,列 強によって領土分割す らもされかねないという危機が
あ った。この間,太 平天国(1851～64年)の 乱とい う被支配者からの異議申し立ては清国政府
1をゆさぶ
った。また,…義和団(1898～1901年)の 外国人に対する排外運動の失敗は,中 国の主
権 すら脅かされるとい う大 きな負債を背負った。このような国家の危機的状況の救 うのは維新
しかなく,維 新を しようとすれば外国に学ぶ必要があった。
ここで一つのモデルになったのが日本である。康有為が光緒帝にあてた上書 とともに献上 し
・た4冊 の本のなかには自著 『日本変政考』 もあった。その序のなかで康有為は 「日本は欧米に
学び,30年 で成功を得た。中国は土地 も広 く,人 口も多いので,も し近 くの日本に学べば,10
年以内で世界に知 られる強国になる」と述べている4)。貝塚茂樹はいう 「当時の中国の革新論
者 は康有為から黄興にいたるまで,多 少のちがいはあっても,日 本の明治維新をモ デ ル と し
て,憲 法を制定 し,民 主主義政府をつ くり,近 代化をすすめることをめざしていた。清末政府
は科挙制度を廃止して,学 校をたてて,ま ず近代化にあたる人材を養成するため,海 外に多 く
の留学生を送った。中国に近 く,し かも近代化のモデル と考えられていた日本には多数の留学
一59一
社 会 学 部 論 叢
生が殺到 し,そ の当時,東 京には八千人をこえる中華学生が滞留していたといわ れ る」5)。ま
た,韓 明漢 も 「日本は明治維新後,欧 米を目指して努力し,非 常に大きな成果をえた。中国の
革命的進歩人も志をもつ青年も続々乏日本にわた り,革 命の真理 と富国強兵の手腕を学んだ。
…・・旧 本は中国からも近 く,清 朝に反対する革命家にとってもっとも近い逃げ場所 で あ った
し,留 学の費用 も安 くすんだ」とい う6)。救国のみちを外国にもとめたこと,数 十年前に維新
を行なった日本をモデルにしたことか ら,ま た現実的には同じ漢字を使い,安 く行ける日本か
ら学問や思想が中国に伝わった。このなかに,社 会学 も社会主義 もあった。当時,社 会学は社
会進化論をベースにしたH.ス ペンサーの社会学が主流であったが,進 化論はブルジョア革命
を支}xる 理論的根拠を提供 した。
しかし,や がて,1909年 設立の庚子賠償奨学金(庚 款奨学金)に よる庚款留学によって,中
国人留学生の主流はアメ リカに吸収されてい くことになる。もちろん,日 本側にも中国人留学
生を帰国させしめた要因があった。一つは1905年 清国政府の要請を受けて日本政府が公布した
「清国留学生取締規則」による進歩的学生の帰国(帰 国者2,000名)で ある。 これは当時の中
国人留学生!11名 の25%に あたる7)。他の一つは1918年 の 「日中軍事共同防敵協定」に反対
する多数の学生の帰国である8)。
アメリカは,1844年,中 英間の南京条約(1842年)に 準じた条約を締結 し,カ トリック,プ
ロテスタン トの布教権 も承認された。これはやがて,宗 教事業,慈 善事業,文 化事業 と推 し広
げられた。それが,燕 京,協 和,匯 文,聖 約翰,金 陵,東 呉,之 江,湘 雅,華 西,嶺 南の多 く
の有力な大学の設立である9)。 いわゆる教会系大学の社会学期に移っていった。したがって,




1898年 か ら1903年にかけて,中 国の知識界は西洋の民主主義の学説紹介のブームであった。
ル ソーの 『社会契約論』(中 江兆民訳)が 戰元丞 ・楊廷棟 ・楊蔭杭 ・雷奮 らによってはじめて
中国語に訳 されたのを始め,モ ンテスキx一 の 『法の精神』が張相文10)によって 日本語訳か ら
転訳 された。また,ミ ルの 『自由論』,スペ ンサー,ベ ーコン他23冊 が翻訳されて い る。革命
史の著作は19冊 のうち12冊 までが 日本語か ら訳 されている11)。このように民主主義学説の主要
なものは,日 本で学んだ中国人留学生によって翻訳,紹 介された。1902年 から始まった社会学
書の翻訳,紹 介 もまった く同 じ情況であった。楊雅彬も 「……辛亥革命(1911年)以 前は,厳
復が直接 ヨーロッパの社会学を紹介 したことを除けば,そ の他の社会学の本はすべて日本語か
ら訳 されたものであった……」 とい う12)。ここで,日 本の社会学著作の翻訳 リス トを作成 して
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出所:孫 本文 『当代 中国衽会学』,1948,勝 利 出版 公可 付録,韓 明漢r中 国社会学史』(13),1987,天 津
人民出灘37ペ ージおよび櫺 彬 『幗 社会学史凸1987年 陳 人聯 騒27ペ ージから作/NO
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b)目 本への中国人留学生
目本大学へ留学 し,日 本留学組のなかでももっとも活躍 した一人である李劍華 は,そ の 著
r社会学史綱』(1930年)の 序で,LeopoldvonWiese(の 著Soziologie:Geschichte
undHauptprobleme,1926)と 岩崎卯一(の 著 『社会学序説』,1928年)の 二人に謝辞を述べ
ている。かれは,岩 崎の西洋の社会学説の解説を自著に取 り入れている。
李劍華の著書に取 りあげ られた 日本の社会学者は乗竹孝太郎,有 賀長雄,外 山正一,岸 本能
武太,浮 田和民,十 時弥,樋 口秀雄,建 部遯吾,遠 藤隆吉,小 林郁,米 田庄太郎,高 田保馬,
小松堅太郎,岩 崎卯一,新 明正道,杉 山栄,松 本潤一郎,川 辺喜三郎,杉 森孝次郎,加 田 哲
ご,赤 神良譲,今 井時郎,下 地寛令,関 栄吉,井 森陸平,若 宮卯之助,布 川静淵,三 宅雪嶺,
加藤弘之,元 良勇次郎,高 木正義,富 尾木知佳,岡 百世,武 井悌四郎,高 桑駒吉,藤 原勘治,




表2日 本に留学 した 中国各大学社会学教授(民 国36(1947)年12月 調査)
































出所:孫 本文 『当代中国社会学』,1948年,勝 利出版社公司,pP・319～327を もとに して中
国社会学会r社 会学雑 誌』(TheChineseJournalOfSociology),東 南 社 会 学
会(1930年 か ら中国社会学社)『 社会学 刊』(TheSociological/ournal)の 各年度
版か ら作表。
孫 本 文 の 中 国 各 大学 社 会 学 教 授 姓 氏 録(1947年,民 国36年12月 調 査)に よれ ば,総 計145人
の うち,ア メ リカ留 学 は74人,フ ラ ソス 留 学 は11人,日 本 留 学 者 は10人,イ ギ リス 留 学 は9
人,ド イ ツ留学 は4人,ベ ル ギ ー留 学 は1人,ア メ リカ人 教 授8人,無 留 学28人 で あ る。 こ の
数 字 を み る とい か に ア メ リカが 中 国 人留 学 生 を ひ きつ け た か がわ か る 。 こ こに,日 本 へ 留 学 し
た10名 の 社 会 学 教 授 を挙 げ る とつ ぎの よ うで あ る 。
中 国 社 会 学 へ の 日本 の影 響 を 示 す一 つ の イ ソデ ッ クス に な る の で,か れ らの 中国 へ の帰 国後
の社 会 学 界 で の活 動 を み て お こ う。 資 料 は,1922年 創 刊 の 中 国社 会 学 会 編r社 会 学 雑誌 』(The
ChineseJournalOfSociology,cJsと 略 す),お よび1929年 創 刊 の東 南 社 会 学 会 編(1930年
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か ら中 国社 会 学 社 編)『 社 会 学 刊 』(TheSociologicalJouynal,SIと 略 す)で あ る。 た だ 二
つ の雑 誌 とも,1909年 か ら始 ま った 庚 子 留 学 で ア メ リカ に留学 した帰 国者 が 中心 に な って 活 躍
してい る。 既 に留 学 者 の流 れ は,日 本 か ら ア メ リカ,フ ラ ンス,イ ギ リス に移 って い た 。
1,王 克 『中 国社 会 服 務 事 業 』(1943年,商 務 印 書 館)
2,李 劍 華 『労 働 問 題 与 労 働 法 』(1928年,太 平 洋 書 局),『 社 会 学 史 綱 』(1930年,上 海 世
界 書 局),『 社 会 事 業 』(1930年,世 界 書 局),「 社 会 学 在 科 学 上 的地 位 」(sJ,vo1.ユ,no.
1,1929),「{書 評}社 会学ABC(孫 本 文)」(sJ,vol.1,no・1,1929),「 社 会 学 体 系 論 」
(訂,vol.1,no.2,1929),「 孔 徳{コ ン ト}的 生 平 及其 学説 」(SJ,vo1・1,no・3,1930),
「{書評}許 徳 垳 的 社 会 学 方 法論 」(鉗,vo1.1,no.4,1930),「{書 評}崔 載 陽 的近 世 六
大 家 社 会 学 」(母,vol.2,no.1,1930),「{書 評 林 恵 祥編}台 湾 番 族 之 原始 生 活 」(sf,
vo1.2,no.3,1930),「{書 評 浅野 研 眞 著}社 会 現 象 的宗 教 」(sJ,vo1・2,no・3,1930),
「{書評}川 辺 喜 三 郎 的 社 会学 原論 」(鉗,vol.2,no.4,1931),「{書 評}川 辺喜 三
郎 的 社会 学 概 説 」(訂,vol.2,no.4,1931),「{翻 訳}霍 布 浩 斯{LeonardHobhouse}
的 社 会 学 説 」{松 本 潤 一 郎 著r現 代 社 会 学 説 研 究 』(1928年)か らの訳}(SJ,vo1・2,
no.1,1930),「 奢 倣 生 活 之 社 会 学 的 観 察 」(sJ,vol.2,no・4,1931)。
3,岑 家 梧 「唐 代 婦 女 装 飾 風 俗 考 」(sT,vol.6,合 刊,1948),『 芸 術 社 会 学』(出 版 年 ・
出版 社 不 明)。
4,康 宝 忠 「倫 理 学 」 「社 会学 講 義 」 「社 会 政 策」 「植 民 政 策 」 「中 国 法 制 史 」 「達 君 講演
録 」 「廖 居 詩 存 」(こ れ は,木 橋 「中 国 的 第一 位 社 会 学 家 一 康 宝 忠 」,中 国社 会 科 学 院
社 会 学 研 究 所 編 『社 会 学 研 究 』,1989年3月,10ペ ー ジを 参 照 した)
5,劉 薬 「美 国 社 会 学 雑誌 五 月号 要 目介 紹」(釧,vo1.1,no・2,1929),「 美 国社 会 学 雑 誌7
月 号 要 目介 紹 」(SJ,vo1.1,no.2,1929),「 外 国社 会 学 雑 誌 要 目介 紹 」(SZvo1・2,no・
1,1930),「 美 国社 会 学 雑 誌 最 近要 目介 紹 」(鉗,vo1.2,no.1,1930),「 社 会 学 之 対 象 及
其 範 囲 」(sJ,vol.2,no,4,1931),「{書 評}除 爾幹{デ ュル ケ ム}的 社 会 学 方 法論 」(SJ,
vo1.2,no.4,1931),「 美 国 各 種 社 会 学 雑 誌 内 容 介 紹 」(sJ,vo1・2,no・4,1931),「 齊
穆 爾(G.Simme1)之 社 会 学 学説 及其 批 評 」(sJ,vol.3,no.3,1933),「{書 評}亜 貝
爾{ア ベ ル}的 徳 国系 統 社 会 学」(訂,vo1.3,no.3,1933),「{書 評}顔 復 礼 ・高承 祖編
的 広 西 凌 雲 狢 人 調 査 報 告 」(SZvo1.3,no.3,1933),「{書 評}楊 成 志 著 雲 南 民 族調 査 報




8,簡 貫 三 『理論 社 会 学 』(1935年,中 華 書 局)
9,鄭 烱 欒
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10,i魏 重 慶 『社会 学 小 史 』(1940年,商 務 印 書 館)
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会学 会が出版 していた 『社会学刊』(季 刊)を 中国社会学社が引 き継 ぐ。 この刊行物は5巻2号 ま で
{1937(民 国26)年}出 版 されたが,抗 日戦争が起 こったために停 刊にな った」のつ ぎ に 「1948(民 国
37)年1月,当 面年1回 発行 とし,第6巻 合刊 として復刊 された」を加 える。
14)李 劍華 『社会学史綱』,1930年,上 海世界書局,117ペ ージ。
付録 滬東公社の活動について
中華人民共和国成立以前に,滬 江大学(ShanghaiCollege)前 身はアメリカ南北パブテ
ス ト教会が,1908年 に上海楊樹浦で創立 したパブテス ト教大学である。1915年 に滬江大学 と改
名 した の社会学部を卒業した1913年 生まれの老社会学者L先 生(77歳)に はじめて会 った
のは,1991年 元旦であった。午後3時 半,上 海市徐匯区の自宅を一人で尋ねた。日本にいるL
先生の教え子のZ氏 が手紙で事前に連絡 しておいてくれたお陰で,初 対面にもかかわらず,夕
刻 まで2時 間以上にわたって,中 華人民共和国成立以前の,ま た最近の中国社会学や社会学者




L先 生の奥さんも同じ大学の同じ学部の同級生であ り,筆 者は1949年 以前の社会学の学生に
なった思いがした。初対面の時,三 人で新 しい年を祝いしつつ,奥 さん手製の春巻をいただい
たことに,何 ともいえぬ感動をおぼえた。戦前の日本人との付 き合いも懐か しい想い出として
語ってくれたし,日 本の旧友のパーソナ リティを語 り,ま た40数年後の今も忘れないでいる,
いくつかの日本語 も話 してくれたo
L先 生は,1937年 に滬江大学の社会学部を卒業後,1941年 まで,同 大学付属の滬東公社で主
として社会福祉や教育の仕事をしたのち,当 時イギ リス租界内にあった上海工部局(Shanghai
MunicipalCouncil)① の福祉部門で1942年 から1946年 まで社会福祉の仕事をした。
後に,奨 学金を得て1947年 から1949年 までNewYorkSchoolofSocialWork,Columbia
UniversityでSocialWorkを 学んだ。帰国後,1949年 から1952年 まで,母 校の滬江大学で
社会学の講義を担当した。
L先 生の1952年 以後については,別 の機会に譲 りたい。ただ言えることは,中 国は1952年 か
ら1979年 まで大学の社会学部を廃止し,社 会学の研究を禁止した という,そ して1957年 の反右
派闘争および1966年 か ら10年間続いた文化大革命は多 くの知識人を迫害したとい う大 きな歴史
的事実があったことである。
ここでは,L先 生が奥さんとともに,青 年時代に教師として活動された滬東公社の内容につ
いて,紹 介 しておきたい。そのぼあい,L先 生夫妻か らの聞き取 り以外に,楊 雅彬著の 『中国
社会学史』(1987年,山 東人民出版社)と 王康主編の 『社会学詞典』(1988年,山 東人民出版
社)を 利用 した。
滬東公社の活動
社会学教育に伴って,ソ シアル ・サービスの実習が始ま り,1917年,滬 江大学社会学部のア
メリカ人教授D.H.Kulp豆 ②は,同 大学の社会学部,経 済学部,教 育学部,宗 教学部 と共
同で,上 海の揚樹浦の労働者が多 く住む地域に 「滬東公社」③を設立 した。この公社の目的は,
一つには社会学部の実習室として,滬 江大学の各学部のすべて学生に実習の機会をあたえ,ソ
シアル ・サービスに携わるようにすることであ り,二 つには労働者に学習や娯楽を提供す るこ
とである。
この公社は,滬 江大学の付属であり,大 学が組織した滬東公社運営委員会によって運営 され
ていた。この委員会は5人 の委員か らなっている。銭振亜が公社の社長になったこともある。
社長の下には,執 行委員会が設け られ,教 職員全体の選挙によって委員が選ばれた。公社の仕
事は教育,体 育,社 会,宗 教,娯 楽に別れてお り,そ れぞれの仕事は教職員の指導のもとで全
学生によって行なわれた。
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この外にも,公 社は10余 りの共同経営の組織をもっていた。それ らは滬東商聯 会,怡 和 紗
廠,楊 樹浦紗廠,班 達公司,怡 和蛋廠,上 海電力公司,祥 泰木行,花 旗烟公司,女 青年会,夏
令児童聯合会,滬 東教会,滬 江学生自治会である。
この公社の活動は,主 に1)教育事業,2)社 会事業,3)宗 教事業および徳育事業の3つ に分け
られる。
1)教 育事業について
全 日制の学校が,滬 江学生 自治会と滬東商聯会の共同で運営された。この学校は完全小学校
(初小4年 と高小2年 を合わせ備えた小学校)か ら初級中学まであ り,生 徒数は300人 余 りで
あった。また,公 社の共同経営の工場と共に英語の夜学および労働者の補習学校を 開 い て い
た。これらの学校は6ク ラスにわかれ,実 用英語,中 国語,算 術,常 識などを教え,生 徒は全
部で400人 余 りで,教 員は18人 であった。L先 生はこの夜学で魯迅の小説を教材にして中国語
を教えていた。この夜学には,数 人の日本人が学んでいたと,L先 生はい う・青年会 と共同で




当者が各工場で職業指導や職業紹介を行なった。毎年夏には,衛 生 ・清潔展覧会を開 くなどし
て,衛 生運動を進めた。聯合女子青年会が女子先導団を組織 し,労 働者の家庭の生活改善を行
なった。
3)宗 教および徳育活動について
全日制学校,夏 季児童義務学校,合 唱クラス,査 経 クラスが設け られた。また,徳 育の講演
が行なわれた り,サ ッカー,バ スケットボール,ピ ンポン,武 術などのスポーツ活動が行なわ
れた。
この公社には新劇社や歌舞団があ り,日 曜 日や休暇には大衆娯楽ものが演じられた。公社の
年間の必要経費は12,000元 余 りであ り,そ の うち90%が 自前で,大 部分は学費か ら得 られ,財
政上の基盤があった。
註
① 工部局は,治 外法権地区で ある租界のいわぽ政府に相当す る行政機関であ り,1869年 に 設 置 さ れ
た。現在 の江西 中路 と漢 口路 の交わ るところにあ る。工部局に は,政 府 の 各 省 庁 に あ た る 「局」
(Department)と 「委員会」(Committee)を 柱に して,重 層的な行政 網が確 立 されていた。局や委
員会 には,Finance,Health,WatchandDefenseは もちろんの こ と,Library,Orchestraと い
った もの まで含 まれてお り,そ の数は20余 りにのぼ っていた。 このほかに も義勇隊 とい う独 自の警察
・軍事組織や消 防隊 まで もっていた。
1949年5月 の上海解放の際,人 民解放軍が まっさきに紅旗 と巨大な毛沢東の 肖像を揚げたのが,こ
の工部 局であ った。工部局は中国の民衆 の目には まさし く列強諸国の中国侵略の砦 と映 っていた ので
..
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あ った(NHKド キ ュ メ ン ト昭 和 取 材 班 編 『上 海 共 同租 界 』,1986年,角 川 書 店,23～29ペ ー ジ)。
②DanielHarrisonKulp皿 は,1913年 か ら1919年 ま で,滬 江 大 学 で社 会 学 を講 義 した(L先 生 談)。
③ 楊 雅 彬 は,滬 東 公 社 をEastShanghaiCommunityと 記 し てい るが(王 康 主 編 『社 会 学 詞 典 』
1988年,山 東 人 民 出版 社,288ペ ー ジ),L先 生 はYangtsepooSocialCenterだ った とい う。
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